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理事会報告

次回拡大 常務理事会 1月9日［水］ 午後3時半 みなと生協診療所会議室
理事会　　　　　　 2月16・17日［土・日］ 富田林・汐由研修センター

各報告承認事項について

日時 2018年12月15日［土］午後3時～5時30分
場所 本部
出席 理事 23名/30名中　監事 2名/3名中

第6回 理事会

病気になったお子さまをおあずかりする
「病児保育」

　お子さんが病気になり、保育所や小学校に行
けなくて困ったことはありませんか。そんな時に
利用できるのが『病児保育室まつぼっくり』
　西成民主診療所の併設で医師・看護師・保育
士で連携しながらアットホームな環境で安心し
て過ごせるよう心掛けています。
　利用できるのは大阪市在住の0歳～小学6年
生です。
　インフルエンザなど感染症の場合も利用で
きます。利用には西成民主診療所の受診が必
要です。
　その他、利用方法など
詳しいことはブログもし
くはまつぼっくりまでお気

組合員

だより

　①医療・介護安全の取組
　②震災支援について
　③法人運営に関して
　④医療福祉生協連・民医連・法人共通
　⑤人事・総務事項

常務理事会　報告事項

情勢と医療生協事業と活動について

　①全日本民医連経営部問題提起及び、大阪民医連経営委員会報告から
　②2018年度決算予想から下半期の事業運営改善をめざす取組
　③後期高齢者医療制度2割負担に反対する署名運動に取組む
　④大阪民医連医学生ウィンターセミナーの件
　⑤働き方改革による労働法の変更とそれに伴う法人対応　

常務理事会　協議事項

1号議案：11月度の事業活動報告
　1.11月度の事業収支結果
　2.困難を打開する本格的な「組合員による事業利用大運動」推進取組現状
　3.2018年度の組織運営の到達（全国四課題）
　4.自立できる職場づくりの取組
2号議案：2019年5月1日天皇即位に伴う祝日の扱いについて

第 5 回定例理事会　協議承認事項

軽にお問い合わせくだ
さい。ブログには保育
室の様子やお便りな
ども載せていますよ。
ぜひご覧ください。

今月の
いちまい
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　今回は病児保育まつぼっくりのご利用
者さん（組合員さん）から素敵なお便りが
届きました。まつぼっくりのクリスマス会
に参加したことを日記に書いてくれたと
の事です。保育士もこのお手紙に励まさ

れ、元気を頂きました。こんな素敵なやりとりがいつまで
も続くといいですね。

「
き
づ
が
わ『
で
あ
い・ふ
れ
あ
い・さ
さ
え
あ
い
』け
あ
」の
実
践
に
感
動
！

新
春
互
礼
会

　
1
月
12
日
、浪
速
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、

大
阪
き
づ
が
わ
医
療
福
祉
生
協
の
新
春
互

礼
会
を
行
い
、1
3
3
名
の
組
合
員
・
役
職

員
が
集
い
ま
し
た
。

　
開
会
挨
拶
で
別
所
義
正
理
事
長
は
、い

の
ち
の
平
等
を
か
か
げ
地
域
で
暮
ら
す

方
々
の
健
康
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
を
広

げ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
基
調
報
告
で
木
村
準
司
常
務
理
事
は
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、医
療
福
祉
生
協
ら
し
い
地
域
包
括
ケ

ア
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
カ
ギ
は
、制
度
の
充
実
、組
合
員
の
自

主
性
の
発
揮
、そ
し
て
連
携
で
す
。私
た
ち

は
そ
れ
を
「
き
づ
が
わ

『
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
』け

あ
」と
名
づ
け
て
探
求
し
て
い
ま
す
。そ
の

実
践
報
告
で
は
、会
場
は
感
動
と
拍
手
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。（
詳
細
４
・
５
面
）

　
2
部
で
は
組
合
員
さ
ん
手
作
り
の
料
理

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

参
加
者
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
又
、職
員
か
ら
韓
国
平
和
ツ
ア
ー
の
報

告
、大
阪
民
医
連
医
学
生
研
修
の
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。閉
会
挨
拶
で
奥
章
専
務
理

事
は
、在
宅
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う

希
望
は
70
％
〜
80
％
あ
り
、医
療
福
祉
生

協
は
こ
の
希
望
を
支
え
る
、一
人
暮
ら
し

で
あ
っ
て
も
応
援
し
て
ゆ
く
と
強
調
。年

度
末
に
む
け
て
大
腸
が
ん
検
診
な
ど
広

げ
、
仲
間
増
や
し
で

1
0
0
0
名
を
超
え
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。互

例
会
で
は
仲
間
増
や
し

の
月
間（
年
間
）目
標
達

成
支
部
・
事
業
所
に
表
彰

式
も
行
い
ま
し
た
。

浪
速
区
民
セ
ン
タ
ー

1/12
Sat.

http://byouji.nishinari.coop
大阪市西成区松2-1-35
06-6656-6105

病児保育ってどんなところ？気になる方はぜひ
この機会に遊びに来てください。
登録ご希望の方は母子手帳をお持ちください。

お問い合わせ

《まつぼっくり見学会》

　全世代型社会保障改革として、医療・介護・子育ての大幅な改悪
を提示、自然増を大きく削減し、国民生活に苦難をより強いるもの
である。消費税は大企業減税に向けられたものと言っても過言では
ない。学習運動をすすめます。

3月21日（木・祝） 10時～12時
（時間内で自由にお越し下さい）

西成民主診療所
竹中　朗
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つな
がろう、もっと ひろげよう、もっと

大阪
きづがわ医療福祉生活協同組合

医 療 福 祉
生協の理念 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。
そのために　地域まるごと健康づくりをすすめます。　地域住民と医療や福祉の専門家が協同します。
　　　　　　多くのひとびとの参加で、地域に協同の“わ”をひろげます。

医療費の支払いでお困りの方一度ご相談ください 必要な診察・治療を受けていただく事が何よりも大切です

今月号のおもな記事 P6

・みなと生協診療所 ・たいしょう生協診療所（医科・歯科）              ・ながほり通り診療所 ・西成民主診療所
TEL.06-6571-5594 TEL.06-6554-1197（医）/TEL.06-6554-8841（歯）TEL.06-6533-0106 TEL.06-6659-1010

無料低額診療事業
実施診療所

P4 みんなの広場



日記

次郎と友子の

史「
びっくり     巡り」跡

がもう健のがもう健の

第 35 回

Profile がもう 健
1935年 大阪市住吉区生まれ
大阪府議会議員四期（西成区選出）

郷土史家
大阪きづがわ医療福祉生協前理事長

著書「今昔木津川物語」「今昔西成百景」など

竜安寺の石庭は
　　「脳トレに最適」

「
砂
に
川
の
流
れ
を
、
石

の
配
置
に
こ
う
し
た
話
を
思

い
浮
か
べ
る
の
も
、
竜
安
寺

が
余
計
な
も
の
を
全
て
捨
て

去
っ
て
い
る
こ
と
が
、
か

え
っ
て
自
由
な
空
気
を
さ
そ

う
か
ら
だ
ろ
う
」

「
単
な
る
石
庭
で
は
な
く

奥
が
深
い
の
ね
」

「
ま
た
こ
の
際
、
日
本
の

庭
に
つ
い
て
云
え
ば
、『
人

間
を
拒
否
す
る
も
の
』と『
人

間
を
参
加
さ
せ
る
も
の
』
と

に
分
類
し
て
、
前
者
が
竜
安

寺
の
石
庭
に
代
表
さ
れ
る
、

見
る
た
め
の
枯
山
水
、
後
者

は
人
々
が
巡
り
歩
く
こ
と
が

許
さ
れ
る
回
廊
式
の
庭
で
あ

る
、
と
云
わ
れ
れ
て
い
る
が
、

友
ち
ゃ
ん
は
ど
ち
ら
の
庭
が

好
き
か
な
」

「
た
し
か
に
、
京
都
に
多

い
名
庭
を
順
次
拝
観
し
て
い

る
と
、
ど
の
庭
も
そ
の
ど
ち

ら
か
に
分
け
ら
れ
て
い
る
気

が
す
る
わ
ね
。
回
遊
式
の
庭

は
ど
こ
か
の
名
所
の
風
景
の

縮
小
か
、
自
然
美
の
エ
ッ
セ

ン
ス
と
か
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

み
方
が
あ
る
け
ど
、
池
も
水

も
な
い
と
こ
ろ
へ
、
砂
と
石

だ
け
で
山
水
を
示
そ
う
と
す

る
枯
山
水
は
、
庭
を
見
る
者

に
す
ぐ
れ
た
想
像
力
を
要
求

さ
れ
る
の
で
、
真
剣
勝
負
の

お
も
し
ろ
み
が
あ
る
が
、
拝

観
に
時
間
も
か
か
る
ね
」

「
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
枯
山
水
が
有
効
か
も
。『
花

の
寺
』
も
あ
る
し
、
お
寺
巡

り
は
本
当
に
こ
の
世
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
だ
ね
」

「
認
知
症
の
予
防
に
運
動

と
睡
眠
が
大
事
だ
と
云
わ
れ

て
い
る
が
、
友
ち
ゃ
ん
何
か

し
て
る
」

「
毎
日
一
万
歩
と
早
寝
早

起
き
」

「
え
ら
い
な
ぁ
。
私
は
自

転
車
禁
止
で
早
歩
き
と
半
時

間
の
昼
寝
」

後 編

趣
味
の
ア
マ
チ
ュア
無
線
で

総
務
省
、読
売
新
聞
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
2
・
3
年
前
ま
で
は
、一
日
1
万

７
千
歩
を
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、

身
体
へ
の
負
担
を
大
き
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、今
は
１
万
歩
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
迄
は
、バ
ス
停
2
つ
3
つ
は

歩
数
の
為
に
歩
い
て
い
ま
し
た

が
、無
理
を
せ
ず
に
バ
ス
を
利
用

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
活
版
印
刷
の
仕
事
を
５０
年
一
筋

続
け
て
い
て
、こ
の
仕
事
が
出
来

る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
マ
チュア
無
線
も
５０
年
一
筋
、

全
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
局
と
交
信
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。交
信
数
は

４
万
局
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
に
、総
務
省
、読
売

新
聞
社
か
ら
、交
信
数
１
万
件
で

表
彰
を
う
け
ま
し
た
、読
売
新

聞
に
は
記
事
と
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
1
万
件
を
達
成
す
る
に
は
条

件
が
高
く
て
５０
年
間
に
４
４
２
人

し
か
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
全
国
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
、関
西
に
近
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
千

五
百
件
、他
で
も
五
百
件
以
上
の

交
信
数
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、

局
の
少
な
い
県
は
交
信
す
る
為

に
そ
の
県
に
車
な
ど
で
移
動
し

て
き
た
局（
人
）と
交
信
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
色
々
な
条
件
が
重
な

ら
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
。

　
周
波
数
の
違
う
も
の
も
必
要

な
の
で
、た
だ
数
字
だ
け
で
は
分

か
ら
な
い
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、

交
信
出
来
た
時
の
喜
び
に
は
代

え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
モ
ノ
づ
く
り
が
楽
し
み
で
、真

空
管
で
送
信
器
を
組
み
立
て
始
め

た
の
が
切
っ
掛
け
で
す
。

　
交
信
局
と
は
Q
S
L
カ
ー
ド

（
ハ
ガ
キ
大
）を
交
換
し
合
い
ま
す
。

　
釣
り
と
一
緒
で
釣
れ
な
い
時
も

あ
れ
ば
、入
れ
食
い
の
時
も
あ
り

ま
す
。車
で
移
動
し
て
の
交
信
も

し
て
い
ま
す
。

私の健康法（増石 廣之さん 84歳）
● 無理せず、1日1万歩が目標　

　去年の12月27日に、医学生を対象に地域医療を
知ってもらおうとセミナーを開催しました。セミナーは
訪問診療や通所リハビリの現場の案内があったり、地
域ヘルスプロモーションの講義があったり、将来の医
師像などを議論したりと盛りだくさんの内容でした。
　この記事を通じて皆さまにもセミナーでの講義内
容である地域ヘルスプロモーションについてお伝えし
たいと思います。
　診療所では、日々の診察を通じて、地域特有の医
療問題に気づくことがあります。例えば、公害による喘
息の発症・高齢独居の認知症患者の増加など大正
区でも色 な々事例があります。ただ、診療所で診療を

ウインターセミナー報告

大正エリアでは医学生3名を受け入れ、たいしょう生協
診療所の在宅訪問診療の現場と小規模多機能型施設
の見学をしていただきました。

─ウインターセミナーの報告について─

　医学生の感想では実際にフィールドワークするこ
とで不眠に苦しむ高齢者の方が多いこと、また住居
の環境が外出や社会的なつながりへの弊
害要因になっていることに気づいた。ま
た患者さんの呼吸音の聴診をする
機会もあり貴重な経験ができた。

　医学生の感想では、小規模多機能型施設の存在
を初めて聞いたが、認知症や障害等を抱える高齢
者が住み慣れた自宅を中心
に安心して暮らしていく重要
な役割であると感じた。

　フィールドワークを終えての感想交流会では、「病
院に来る人だけを診るのではなく、自ら足を運んで、
在宅の患者さんがどういった生活をしていて、どうい
うことに困っているのかなどもしっかり考えて、それに
対して行動できるようになれたら良いなと思いました」
や「患者・利用者さんへ質の高いサービスを提供する
には医師だけでなく他の医療・介護スタッフと連携し
ていくことがどれだけ大切であるかと思った」などの

たいしょう生協診療所　事務長　北浦 豊啓

たいしょう生協診療所　医師　小滝 和也

していても、患者になってしまう人を減らすことはでき
ません。ですが、診療を通じて街の問題に気づき、街
に出て活動に賛同してくれる仲間を集め、街づくりの
ために行動するようになれば健康な人を増やしていく
ことができます。このような活動には時間も人手もか
かりますが、診療所職員と地域住民が楽しく協力しな
がら、健康を考えるいいきっかけとなります。
　地域ヘルスプロモーションはどんな薬よりも、身近な
人を幸せにする方法だと思っています。身近な人を健
康にする街づくりについて名案がある人は、私はいつ
でも診療所で待っていますので教えてくださいね。

感想もありました。
　今回のウインターセミナーは「“地域で生きる”を支
えるってどういうこと？」をテーマに医学生の彼らにとっ
て将来の医師像を探る大事な機会でした。現場の職
員スタッフが協力し、充実した内容でそのきっかけづく
りに貢献できたと思います。診療所が病院と違った環
境で他事業所や様 な々職種と協力しながら地域医療
を支えていることを学んでいただけたと思います。                                               

小滝
先生の

活版印刷一筋

せ
き
て
い

さ
ん
す
い

せ
き
て
い

か
れ
さ
ん
す
い

か
れ
さ
ん
す
い

か
れ
さ
ん
す
い

か
い
ろ
う
し
き

か
い
ろ
う
し
き

じ
ゅ
ん
じ
は
い
か
ん

は
い

か
ん

り
ょ
う
あ
ん

り
ょ
う
あ
ん
じ

じ

りょうあんじ せきてい
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　Aさんは、電車に乗って宝くじを買いに行くの
が夢だと語るように。阿部ケアマネジャーは根
気が必要だったと話しながら、本人の生きる力、
人間の尊さを感じた。その人の価値観を尊重

し、医療・介護職員の連携で
生活再建の一歩をふみだ
すと発言しました。

大正区

 詳細報告

「きづがわ『であい・ふれあい・ささえ
あい』けあ」実践報告

身
近
な
お
困
り
事
を
解
決
！

  

「
お
た
す
け
隊
」の
活
動
に
つ
い
て

　80歳以上の組合員さんを対象に行った「高
齢者の熱中症予防訪問」について報告しまし
た。
　組合員さんと職員で600人訪問、220名と
対話。アンケートで、4人に1人が緊急に頼れる
人がいないこと、医療機関に通院している人が
80％いる一方、介護サービスを利用してない
人は70％「買い物が大変」「団地での付き合い
がなくなり淋しい」などの話が出されたことを
紹介。

　この訪問にとりくみ「地域の困り事を聞
けて良かった」「介護相談に結び付い

高
齢
者
へ
の

熱
中
症
予
防
訪
問
に
つ
い
て

熱
心
な
助
言
で

　
　生
活
の
再
建
へ
前
向
き
に

西成区　

港区・西区

た」「地域でのつながりを作る必要がある」「酷
暑の中、訪問する側が倒れないか心配だった」
と発言。（このとりくみは環境省の『ひと涼みア
ワード』で優良賞を頂きました！）

　80代男性を医療・介護につないだ事例を報
告しました。
　目が不自由で、ふらつきもあり、パン・コー
ヒー・角砂糖3個の食事をしていたAさん。訪問
しても訪問しても介護申請や医療受診を拒否さ
れる中「支える」ことを言い続け、ようやくAさん
は受診となりました。糖尿病と白内障と診断さ
れるものの、「みんなに支えられているんやな
あ、目が見える生活をしたい！」と気持ちが変化
してきました。認定は要介護2となり当初は入浴
を拒否しつつもデイサービスを利用し始め、「こ
んなうまいものを食べたのは何
年ぶりか」と話され、入浴もされ
ることになりました。

　2018年10月から再発足した「おたすけ隊」に
ついて報告しました。
　500円の有償ボランティア活動に、現在19名
が登録。一人暮らしの方が多い中、蛍光灯の交
換や換気扇の掃除、ポストの修理、認知症の方
がベランダから物を捨てる対策のためのネット
はりなど内容は様々寄せられます。
　この活動で組合員加入に結び付いた例もあ
ります。「おたすけ隊」は助けられる方が喜ばれ
ることはもちろん、助ける側もやりがいと達成
感を感じると発言。おたすけ隊を通して医療福

祉生協に入って良かったと実感していただける
様にしたいと締めくくりました。

　西成民主診療所事務の三河職員は、西
大門刑務所を訪れました。日本の教育の中
では、戦争に関しての被害の歴史しか学ぶ
機会がなく、日本からの侵略戦争、独立運
動家たちへの弾圧跡を視察して心がえぐ
られる思いでした。
　互いに話し合い戦争というものの愚か

さを強く再認識させ
られる機会となりま
したと感想を述べま
した。

　西成民主診療所の平井正美事務長は12月
に開催した大阪民医連医学生研修について
報告しました。
　医師をめざす学生たちからは、きづがわ医
療福祉生協の診療所、介護事業所で学び、民
医連の診療所は病気だけを診るのでなく生
活の中でおこること、社会との関わりからおこ
ることまで見抜くすばらしさを感じたこと、患
者との垣根をなくすことを心がけ、診察する
医師である前に人間対人間として接するとい
う、みなと生協診療所の倉澤高志（所長）医師
の姿に感動し、求める医師像だと思ったなど
紹介がありました。

第2部 職員報告

全国の医療福祉生協では、1997年から毎年2月
14日のバレンタインデーに合わせて、地域に医療
福祉生協の存在と主張を大きく知らせ、社会保障
制度・医療制度の今後の変化について広く知らせ

午後3時～4時　九条商店街、八幡屋商店街

午後3時～4時　噴水前広場

午後4時～5時　天下茶屋駅周辺

2月14日（木）

2月 9 日（土）

2月14日（木）

る「虹のバレンタイン行動」を実施しています。大
阪きづがわ医療福祉生協では、以下の日程と場所
で実施します。（バレンタインカードやティッシュ配
り、後期高齢者2割負担反対署名集め）

虹の
バレンタイ

ン
行動

港　エリア

大正エリア

西成エリア

Vol.083Vol.083 45



 

▍ 

母
が
亡
く
な
り
も
う
半
年
た
ち
ま
し
た
が
、
寂
し
さ

は
増
す
ば
か
り
。
明
る
い
母
だ
っ
た
の
で
メ
ソ
メ
ソ
し
て

た
ら
叱
ら
れ
そ
う
で
す
。
頑
張
っ
て
る
よ
！
っ
て
毎
日
、

遺
影
に
報
告
し
て
ま
す
。 

 

港
区
　
今
井
　
六
津
子
さ
ん

 

▍ 

ビ
ッ
ク
リ
！
10
月
号
の
解
答
（
正
解
）
の
少
な
さ
、

今
迄
で
始
め
て
で
は
？
14
名
の
中
に
入
っ
て
い
れ
れ
ば

当
選
な
ん
だ
け
ど
？
で
あ
る
。 

 

港
区
　
板
東
　
忠
則
さ
ん 

【
編
集
か
ら
】
誤
植
で
す
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
正

解
数
は
64
名
で
し
た
。

 

▍ 

図
書
カ
ー
ド
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
十
二
月

に
入
り
一
辺
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。
後
わ
ず
か
で
新
し

い
年
を
迎
え
ま
す
。
一
年
は
あ
っ
と
云
う
間
に
。
年
々

体
の
動
き
も
お
と
ろ
え
、
何
も
す
る
に
も
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
で
も
健
康
で
歩
く
事
が
出
来
る
事
に
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
は
87
歳
、
リ
ハ
ビ
リ
が
ん
ば

っ
て
良
き
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
和
な
年
に

な
り
ま
す
様
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。「
み
ら
い
」
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

西
成
区
　
岡
本
　
康
榮
さ
ん

 

▍ 

健
康
ま
つ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
皆
様
元
気
で
こ

ち
ら
ま
で
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。
さ
さ
み
の
お
ろ
し

煮
は
こ
れ
か
ら
大
根
が
美
味
し
く
な
る
し
、
助
か
り
ま

す
。
食
べ
る
こ
と
と
、
歩
く
こ
と
と
、
友
と
話
が
出
来

る
今
が
幸
せ
で
す
。 

大
正
区
　
ば
あ
ば
さ
ん

 

▍ 

毎
月
、
月
始
め
に
届
く
み
ら
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
早
速
脳
ト
レ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
も
余
す
所
1
か
月
を
切
り
ま
し
た
。
元
気
で
師
走

を
乗
り
切
り
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
と
健
康
管
理
に
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。 

西
成
区
　
竹
田
　
早
苗
さ
ん

 

▍ 

お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー
を
読
む
の
が
た
の
し
み
で
す
。

あ
！
私
と
同
じ
っ
て
思
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
す
ご
く
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
今
年
は
初
め
て
孫
と
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。 
港
区
　
松
原
　
美
智
子
さ
ん

 

▍ 

今
年
は
ご
厄
介
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
、
思
い

も
か
け
ず
、
腹
痛
治
療
が
必
要
と
な
り
、
一
ヶ
月
ほ
ど

寝
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
現
在
は
回
復
過
程

に
あ
り
ま
す
が
、
思
え
ば
ど
れ
ほ
ど
皆
様
の
お
言
葉
に

励
ま
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
殊
に
西
成
の
岡
本
様
に
は

私
の
言
動
に
強
い
連
帯
と
支
援
の
思
い
を
伝
え
て
頂

き
、
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。 
港
区
　
正
木
　
ツ
ヤ
さ
ん

 

▍ 

高
血
圧
の
私
で
す
が
、
血
圧
を
下
げ
る
の
に
食
事
を

見
直
し
て
い
ま
す
。
肉
と
魚
は
日
を
か
え
て
交
互
に
野

菜
は
ゴ
マ
と
酢
を
使
用
し
て
、
豆
類
を
た
く
さ
ん
食
べ

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
　
 西
区
　
川
本
　
泉
さ
ん

▍ 

放
課
後
け
ん
玉
ク
ラ
ブ
面
白
そ
う
で
す
ね
！
親
は
興

味
あ
り
ま
す
が
、
年
少
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
か
な
？
 

 

西
区
　
匿
名
さ
ん

▍ 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
月
は
「
み

ら
い
」
が
な
か
な
か
届
か
な
か
っ
た
の
で
心
配
し
ま
し

た
。
最
近
よ
う
や
く
冬
ら
し
い
気
候
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
年
越
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

大
正
区
　
福
浦
　
初
美
さ
ん

 

▍ 

大
人
は
ダ
ウ
ン
を
着
て
過
ご
す
中
、
保
育
園
に
通
う

息
子
は
薄
っ
ぺ
ら
い
上
着
一
枚
羽
織
っ
て
毎
日
遊
び
に

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
園
の
方
針
な
の
で
し

ょ
う
が
…
な
る
べ
く
風
邪
ひ
か
な
い
よ
う
、
体
調
管
理

し
っ
か
り
し
ま
す
‼
 

西
区
　
大
久
保
　
優
子
さ
ん

▍ 

後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
診
を
先
日
受
け
ま
し
た
。

結
果
は
む
し
歯
が
2
本
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
今
治
療
中

で
す
。
虫
歯
が
あ
る
と
知
り
な
が
ら
痛
み
出
す
ま
で
治

療
し
な
い
も
の
で
す
が
健
診
を
受
け
て
良
か
っ
た
で
す
。 

 

堺
市
　
芹
生
　
幸
一
さ
ん

▍ 

港
区
の
健
康
ま
つ
り
に
私
も
妻
と
一
緒
に
行
き
ま
し

た
。
催
し
は
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
お
楽
し
み
の
大
抽

選
会
は
当
た
ら
ず
、
が
っ
か
り
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

西
区
　
万
野
　
浩
稔
さ
ん

※おたより掲載は図書カード当選と関係ありません。（編集部で選ばせていただいています）
※メールでおたよりを送っていただく場合、住所、氏名を入力してください。

正解者の中から抽選で15名の方に図書カード（500円）を進呈!

2月末日

まちがいさがし
下の絵は上と7ヶ所の
まちがいがあります。

12月号の
こたえ

12月号の当選者

応募総数73名で
正解者72名でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに
貼って下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレ
スまでメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表に替え
させていただきます。
抽選は毎月第一月曜日に行っています。見学
されたい方は、ご一報の上、お越しください。

15名

mirai1@osaka-kizugawa.coop

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、
　今号の感想やご意見、近況などを
　お書き添えください。

どしどしご応募
お待ちしています

必着

職 員 募 集
● 看護師
● 理学療法士
● 歯科衛生士
● ケアマネジャー 
● 介護福祉士

● 訪問介護員（ヘルパー）
● 保育士
● 介護スタッフ
● 送迎スタッフ
● 運動補助スタッフ

http://www.osaka-kizugawa.coop
●求人詳細は下記、当生協ホームページにて

各事業所又は本部（06-4394-8500）まで

医
シリーズ

福 食 住

これが医療福祉生協の魅力

大
腸
が
ん
検
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！

　早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

大
腸
が
ん
検
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！

　早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
肺
が
ん
、胃
が
ん
と
同
じ
く
日
本
で
は
非
常
に
多
い

が
ん
の
１
つ
が
大
腸
が
ん
で
す
。死
亡
者
数
も
多
く
、

自
覚
症
状
も
早
期
の
も
の
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、気
付
い
た
時
に
は
が
ん
が
進
行
し
て
い

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
早
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
そ
の
中
で
も
出
現
率
の
高
い
症
状
に
、『
血

便
・
下
血
・
下
痢
と
便
秘
の
繰
り
返
し
・
便
が
細
い
・
お

腹
が
張
る
』な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
の
痔
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
大
腸
が
ん
だ
っ
た

…
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。気
に
な
る
症
状
が
あ

れ
ば
早
め
に
受
診
か
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
大
腸
が
ん
の
発
見
に
関
し
て
、便
に
血
が
混
じ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
検
査
す
る「
便
潜
血
検
査
」が
有
効

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

が
ん
を
取
り
除
け
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。大
阪
き
づ

が
わ
医
療
福
祉
生
協
で
も
毎
年
こ
れ
だ
け
の
方（
左
表

参
照
）が
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
ま
す
。『
自
分

は
大
丈
夫
』と
思
わ
ず
に
、皆
さ
ん
も
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
大
阪
き
づ
が
わ
医
療
福
祉
生
協
の
各
診
療
所
で
は

大
腸
が
ん
検
診
以
外
に
も
、様
々
な
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
特
に
胃
が
ん
や
肺

が
ん
は
非
常
に
多
い

が
ん
で
す
。生
協
の

各
診
療
所
で
は
こ
れ

ら
の
が
ん
検
診
が
組

み
込
ま
れ
た
健
診

コ
ー
ス
が
あ
る
の
で

簡
単
に
受
診
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。年

に
１
度
、生
協
で
の

健
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

大
腸
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

大
腸
が
ん
検
診

が
ん
検
診
は
他
に
も
！

初
期
の
症
状
は
？

【2017年度大腸がん検診受診者数】

港・大正・西成エリアでの受診者

早
め
に

検
診
を

総受診者数
陰性

陽性（要精検）

3,511
3,309

202

TEL.06-6554-1197（医）/06-6554-8841（歯）
たいしょう生協診療所（医科・歯科）
TEL.06-6533-0106
ながほり通り診療所

TEL.06-6659-1010
西成民主診療所

TEL.06-6571-5594
みなと生協診療所

Vol.083Vol.083 67


